
第１日目　3月20日（土・祝）

第1会場（LIVE）
座長・演者の先生方は、セッション開始の45分～ 30分前までにご入室ください（Ｐ７参照）。
各セッションは前のセッションの終了時刻とは関係なく定刻に始まります。

9：10～ 10：20	 主題Ⅰ　　感染症とリウマチ性疾患
座長：梅北　邦彦（宮崎大学医学部附属病院　膠原病・感染症内科）
　　　吉玉　珠美（医療法人健優会吉玉リウマチ・内科クリニック）

S1-1	 感染症を契機に発症した関節リウマチの病態について
〇高岡宏和1）、村井裕輔2）、中村郁勝3）、須古杏子3）、森岡淳子3）、佐伯建彦4）、下村泰三5）、

鈴島　仁5）

くまもと森都総合病院1）、くまもと森都総合病院　リハビリテーション科2）、 
くまもと森都総合病院　薬剤部3）、くまもと森都総合病院　放射線科4）、 
くまもと森都総合病院　血液内科5）

S1-2	 当院における関節リウマチ患者のhospitalized	infectionの臨床的特徴
〇一瀬邦弘1）、岡本百々子1）、清水俊匡1,2）、住吉玲美1,2）、古賀智裕1）、川㞍真也1,3）、 

岩本直樹1）、井川　敬1,2）、玉井慎美1）、中村英樹1）、折口智樹4）、川上　純1）

長崎大学大学院医歯薬学総合研究科　先進予防医学共同専攻　リウマチ膠原病内科学分野1）、 
長崎大学病院　臨床研究センター 2）、 
長崎大学大学院医歯薬学総合研究科　先進予防医学共同専攻　地域医療学分野3）、 
長崎大学大学院医歯薬学総合研究科　リハビリテーション科学講座4）

S1-3	 HTLV-1感染RA患者の臨床像と安全に治療するために注意するには
〇江口勝美1）、原　万怜1）、梅津彩香1）、高谷亜由子1）、荒牧俊幸1）、寺田　馨1）、 

飛田あゆみ2）、岩本直樹3）、一瀬邦弘3）、川上　純3）、植木幸孝1）

社会医療法人財団白十字会佐世保中央病院　リウマチ膠原病センター 1）、 
公益財団長崎放射線影響研究所2）、 
長崎大学大学院医歯薬総合研究科　リウマチ膠原病内科学分野3）

S1-4	 b/ts-DMARDs投与患者におけるPCP発症抑制基準の有用性の検証-Fisrt	
registry
〇園本格士朗、中野和久、吉成紘子、河邊明男、宮﨑佑介、山口絢子、岩田　慈、 

中山田真吾、田中良哉
産業医科大学　第1内科

S1-5	 全国DPCデータによる膠原病性疾患に合併したPCP治療成績と予後因子に関
する検討
〇宮田寛子、石川雄一、中野和久、田中良哉

産業医科大学　第1内科学講座



S1-6	 RAにおける分子標的製剤導入前スクリーニングCTによる肺NTM症のリスク
管理	～ FIRST	registry ～
〇船田将史、中野和久、田中宏明、岩田　慈、園本格士朗、宮﨑佑介、河邊明男、 

吉成紘子、中山田真吾、田中良哉
産業医科大学　医学部　第1内科学講座

S1-7	 当院における肺非結核性抗酸菌症合併の関節リウマチ症例の検討
〇梅津彩香、荒牧俊幸、原　万怜、髙谷亜由子、寺田　馨、植木幸孝、江口勝美

医療法人財団白十字会　佐世保中央病院　リウマチ・膠原病センター

10：20～ 11：00	 主題Ⅱ-1　　脊椎関節炎 1
座長：織部　元廣（織部リウマチ科内科クリニック）
　　　首藤　敏秀（千代田病院　整形外科・リウマチ科）

S2-1-1	 体軸性脊椎関節炎における仙腸関節の完全強直に関与する因子の検討
〇荒牧俊幸1）、原　万怜1）、梅津彩香1）、高谷亜由子1）、岩本直樹2）、一瀬邦弘2）、 

寺田　馨1）、江口勝美1）、植木幸孝1）、川上　純2）

佐世保中央病院　リウマチ・膠原病センター 1）、 
長崎大学大学院　医歯薬学総合研究科　先進予防医学共同専攻　リウマチ・膠原病内科学2）

S2-1-2	 関節炎先行乾癬性関節炎の脊椎体軸病変は早期診断に寄与するか
〇小荒田秀一1）、前崎晢宏1）、堺真梨子1）、中尾嘉修1）、竹山悠希子1）、白濱裕梨1）、 

丸山暁人1）、赤星光輝1）、小峯光徳2）、多田芳史1）

佐賀大学　膠原病リウマチ内科1）、鶴田運動機能回復クリニック　整形外科2）

S2-1-3	 強直性脊椎炎に対する手術治療の実際
〇中尾侑貴1）、櫻庭康司1）、小原伸夫1）、寺田和正1）、福士純一1）、宮原寿明1）、 

飯田圭一郎2）、川口謙一2）、中島康晴2）

国立病院機構九州医療センター　整形外科1）、九州大学病院　整形外科2）

S2-1-4	 MRI上の仙腸関節炎とCRP上昇を認め“X線基準を満たさない体軸性脊椎関節
炎（nr-axSpA）”と考えて加療した4症例の長期予後
〇首藤敏秀1）、都留智巳2）、樋口誠二1）、鈴木周一1）、和氣　聡1）

千代田病院　整形外科・リウマチ科1）、ピーエスクリニック　内科2）

11：00～12：00	 特別講演
座長：大坪　秀雄（日本赤十字社　鹿児島赤十字病院）

「新規指標　関節指数ベクトルによる予後予測の試み」
演者：西山　　進（一般財団法人　倉敷成人病センター　リウマチ膠原病センター）



12：10～13：10	 ランチョンセミナー 1
座長：潮平　芳樹（新健幸クリニック）

「PF-ILD の新しい概念と膠原病リウマチに伴う間質性肺疾患に
対する最新治療」
演者：田中　良哉（産業医科大学　医学部　第 1 内科学講座）

13：30～13：45	 総会

14：00～14：30	 日本リウマチ学会　臨床研究推進委員会　教育講演
「論文の書き方」
演者：中山田　真吾（産業医科大学　医学部　第 1 内科学講座）

14：45～15：45	 アフタヌーンセミナー 1
座長：宮本　健史（熊本大学大学院生命科学研究科　整形外科学講座）

「JAK阻害薬の特徴と課題」
演者：守田　吉孝（川崎医科大学　リウマチ・膠原病学）

15：50～ 16：40	 主題Ⅱ-2　　脊椎関節炎 2
座長：川尻　真也（長崎大学病院）
　　　河村　誠一（大分赤十字病院　整形外科）

S2-2-1	 末梢性脊椎関節炎の診断における関節エコーの課題
〇藤川敬太1）、赤城　翠1）、辻　創介1）、遠藤友志郎2）、塚田敏昭3）、溝上明成1）、 

峰　雅宣4）、川上　純2）

JCHO諫早総合病院　リウマチ科1）、 
長崎大学医歯薬総合研究科先進予防医学講座リウマチ膠原病学分野（第一内科）2）、 
愛野記念病院　リウマチ膠原病内科3）、菅整形外科　リウマチセンター 4）

S2-2-2	 乾癬関節炎患者における人工知能による画像診断支援システムの構築（中間報
告）
〇辻　創介1,2）、川尻真也1）、岩本直樹1）、小池雄太1）、荒牧俊幸2）、藤川敬太2）、 

中込大樹3）、岡野匡志4）、辻　成佳5）、田村直人6）、三崎健太7）、亀田秀人8）、谷口義典9）、
冨田哲也10）、川上　純1）

長崎大学病院1）、長崎大学病院関連病院2）、山梨大学医学部　第三内科3）、 
大阪市立大学大学院医学研究科　整形外科学4）、大阪南医療センター 5）、 
順天堂大学医学部・大学院医学研究科　膠原病内科学6）、 
北播磨総合医療センター　リウマチ・膠原病内科7）、東邦大学医療センター大橋病院8）、 
高知大学医学部　内分泌代謝・腎臓内科学講座9）、大阪大学大学院医学系研究科10）



S2-2-3	 当科におけるSAPHO症候群の臨床的特徴と治療内容の検討
〇山内雄介1）、綾野雅宏1）、木本泰孝2）、三苫弘喜1）、小野伸之1）、有信洋二郎1）、 

赤司浩一1）、堀内孝彦2）、新納宏昭3）

九州大学病院　免疫・膠原病・感染症内科1）、九州大学病院　別府病院　免疫・血液・代謝内科2）、
九州大学大学院　医学研究院　医学教育学講座3）

S2-2-4	 24週間以上追跡可能だった血清反応陰性関節炎の転帰
〇加茂健太、城戸秀彦、城戸　聡、森本辰紀、竹内龍平、河野通仁

山口赤十字病院

S2-2-5	 TNF阻害薬で治療した小児体軸性脊椎関節炎Axial	SpAの5例
〇武井修治1）、野中由希子1）、山崎雄一1）、久保田知洋2）、嶽崎智子3）、今中啓之4）

鹿児島大学大学院医歯学総合研究科　小児科分野1）、鹿児島市立病院　小児科2）、 
総合病院鹿児島生協病院　小児科3）、池田病院　小児科4）

17：00～18：00	 イブニングセミナー 1
座長：秋元　正樹（鹿児島大学病院　血液・膠原病内科）

「関節リウマチ治療の新展望～ JAK阻害薬への期待～」
演者：山岡　邦宏（北里大学医学部　膠原病・感染内科学）



第１日目　3月20日（土・祝）

第2会場（LIVE）
座長・演者の先生方は、セッション開始の45分～ 30分前までにご入室ください（Ｐ７参照）。
各セッションは前のセッションの終了時刻とは関係なく定刻に始まります。

9：10～ 10：00	 初期研修医セッション 1
座長：岡山　昭彦（宮崎大学医学部附属病院　膠原病・感染症内科）
　　　吉澤　誠司（国家公務員共済組合連合会浜の町病院　リウマチ・膠原病内科）

RO1-1	 心筋梗塞後に心膜炎・胸膜炎を繰り返したSLEの一例
〇宮﨑研丞、中尾嘉修、前崎哲宏、堺真梨子、竹山悠希子、丸山暁人、赤星光輝、 

小荒田秀一、多田芳史
佐賀大学医学部附属病院　膠原病リウマチ内科

RO1-2	 アザチオプリンとアロプリノールの併用により汎血球減少症を呈した多発血管
炎性肉芽腫症の1例
〇鍋島公喜、玉川兼志、鳥越雅隆、末永康夫

国立病院機構別府医療センター

RO1-3	 混合性結合組織病に血栓性血小板減少性紫斑病を合併した一例
〇佐藤智仁1）、藤川敬太1）、中島　潤2）、赤城　翠1）、溝上明成1）、川上　純3）

JCHO　諫早総合病院　リウマチ科1）、JCHO　諫早総合病院　血液内科2）、 
長崎大学医師薬総合研究科先進予防医学講座リウマチ膠原病学分野（第一内科）3）

RO1-4	 関節リウマチとして50年以上経過後に大動脈炎を発症し、それを契機に診断
された強直性脊椎炎の一例
〇三浦一晋1）、清永恭弘1）、児玉尚吾1）、今田千晴1）、尾崎貴士2）、石井宏治1）、柴田洋孝2）

大分赤十字病院　リウマチ科1）、大分大学医学部　内分泌代謝・膠原病・腎臓内科学講座2）

RO1-5	 ペムブロリズマブの免疫関連有害事象による皮膚筋炎が疑われた一例
〇髙月健作1）、柳原豊史2）、西村直矢1）、吉澤誠司1）

国家公務員共済組合連合会浜の町病院　膠原病内科1）、同　呼吸器内科2）

10：00～ 10：50	 初期研修医セッション 2
座長：井田　弘明（久留米大学医学部 呼吸器・神経・膠原病内科）
　　　藤川　敬太（JCHO 諫早総合病院　リウマチ科）

RO2-1	 腎洞部腫瘤を呈したIgG4関連疾患の一例
〇松尾大地、中尾嘉修、前崎哲宏、堺真梨子、竹山悠希子、丸山暁人、赤星光輝、 

小荒田秀一、多田芳史
佐賀大学医学部附属病院　膠原病リウマチ内科



RO2-2	 顕微鏡的多発血管炎（MPA）の寛解導入療法後に、腸間膜動脈破綻・出血性
ショックを来した1剖検例
〇中村文音1）、名和田彩3）、松木康真2）、小坂峻平3）、宮田寛子3）、田中良哉3）、田場正直1）

健和会大手町病院　内科1）、同　病理科2）、産業医科大学　第一内科3）

RO2-3	 難治性てんかんを伴った抗リン脂質抗体症候群の1例
〇小松実樹也、堺真梨子、前崎哲宏、中尾嘉修、竹山悠希子、丸山暁人、赤星光輝、 

小荒田秀一、多田芳史
佐賀大学医学部附属病院　膠原病・リウマチ内科

RO2-4	 体軸病変を認めた炎症性腸疾患関連関節炎の二例
〇露木智久1）、藤川敬太1）、赤城　翠1）、溝上明成1）、川上　純2）

JCHO諫早総合病院　リウマチ科1）、 
長崎大学医歯薬総合研究科先進予防医学講座　リウマチ膠原病学分野2）

RO2-5	 同種末梢血幹細胞移植により寛解を得たトリソミー 8陽性骨髄異形成症候群合
併腸管型ベーチェット病の一例
〇植本優里1）、中野和久2）、吉成紘子2）、有冨貴史2）、大中貴史1）、米澤昭仁1）、田中良哉2）

小倉記念病院　血液内科1）、産業医科大学病院　第1内科2）

12：10～13：10	 ランチョンセミナー 2
座長：多田　芳史（佐賀大学医学部附属病院　膠原病・リウマチ内科）

「高齢関節リウマチの治療戦略における IL-6 阻害薬の位置づけ」
演者：日髙　利彦（ 社会医療法人善仁会　市民の森病院　膠原病・リウマチセンター）

13：55～ 14：45	 一般演題 1　関節リウマチ・関節炎
座長：荒牧　俊幸（佐世保中央病院　リウマチ・膠原病センター）
　　　金﨑　克也（永田整形外科病院）

O1-1	 関節リウマチにおける障害関節の分布よりみた治療内容の検討
〇織部元廣

織部リウマチ科内科クリニック

O1-2	 経過中に低IgG血症を認めた関節リウマチ症例の検討
〇織部元廣

織部リウマチ科内科クリニック

O1-3	 GRK5	（G	protein-coupled	receptor	kinase	5）	の阻害はNFκBシグナルの抑制
を介して炎症性関節炎の進行を抑制する
〇遠矢政和、赤崎幸穂、津嶋秀俊、居石卓也、内田泰輔、筒井知明、池村　聡、 

藤原稔史、山田久方、中島康晴
九州大学大学院　医学研究院　臨床医学部門外科学講座　整形外科学分野



O1-4	 当院におけるサリルマブ・トシリズマブ投与症例の比較
〇原田　洋

八木厚生会　八木病院　整形外科・リウマチセンター

O1-5	 当院の関節リウマチに対するサリルマブの1年時評価
〇橋場弥生、木村賢俊、久保和義、黒田　宏、日高利彦

社会医療法人善仁会　市民の森病院　リウマチ科

O1-6	 生物学的製剤・JAK阻害薬で治療中の関節リウマチ患者を対象とした注射薬と
経口薬の好み調査
〇日高利彦、橋場弥生、木村賢俊、久保和義

社会医療法人善仁会　市民の森病院　膠原病リウマチセンター

14：45～15：45	 アフタヌーンセミナー 2
座長：川上　　純（ 長崎大学大学院医歯薬学総合研究科　先進予防医学共同専攻 

リウマチ・膠原病内科学分野）

「EGPAの病態と治療の課題」
演者：小野　伸之（九州大学病院　免疫・膠原病・感染症内科）

「当院におけるメポリズマブの臨床経験」
演者：上野　匡庸（産業医科大学医学部　第 1 内科学講座）

15：50～ 16：50	 主題Ⅲ-1　　診断・治療に難渋した症例の検討 1
座長：中村　　正（桜十字病院　リウマチ科膠原病内科）
　　　吉澤　　滋（国立病院機構福岡病院　リウマチ・膠原病内科）

S3-1-1	 IgG4関連疾患によるリンパ節腫大が疑われた2症例
〇岡田覚丈1）、中島好一1）、川上　純2）

日本赤十字社長崎原爆病院　リウマチ科1）、長崎大学病院　第一内科2）

S3-1-2	 SLEにIgG4関連腎臓病を合併した一例
〇藤田悠哉、中野和久、岩田　慈、中山田真吾、園本格士朗、宮﨑佑介、河邊明男、 

吉成紘子、田中良哉
産業医科大学　第一内科学講座

S3-1-3	 低補体血症性蕁麻疹様血管炎が先行発症したIgG4関連腎臓病の一例
〇伊野和馬、中野和久、河邊明男、中山田真吾、岩田　慈、園本格士朗、宮﨑佑介、 

吉成紘子、田中良哉
産業医科大学医学部　第1内科学講座



S3-1-4	 不明熱の原因確定診断に難渋した胃癌合併顕微鏡的多発血管炎の一症例
〇有冨貴史1,5）、名和田雅夫1,5）、姫野佳久2）、神田加壽子3）、名和田彩4,5）、齋藤和義1,5）、 

田中良哉5）

戸畑総合病院　膠原病リウマチ科1）、戸畑総合病院　消化器外科2）、戸畑総合病院　糖尿病内科3）、
産業医科大学　医学部　第2病理学講座4）、産業医科大学　医学部　第1内科学講座5）

S3-1-5	 IL-6阻害薬が二次無効となったSchnitzler症候群に対しJAK阻害薬が奏効した
1例
〇才木智尋1）、田中　淳1）、猪口翔一朗2）、井上　靖1）、吉澤　滋2）

福岡赤十字病院　膠原病内科1）、国立病院機構福岡病院　リウマチ・膠原病内科2）

S3-1-6	 ANCA関連中耳炎に合併した視神経周囲炎、肥厚性硬膜炎の1例
〇古藤世梨奈1）、松尾巴瑠奈1）、鈴木貴久1）、川上　純2）

佐世保市総合医療センター　リウマチ膠原病内科1）、 
長崎大学大学院医歯薬総合研究科先進予防医学共同専攻リウマチ膠原病内科分野2）

17：00～18：00	 イブニングセミナー 2
座長：植木　幸孝（佐世保中央病院　リウマチ膠原病センター）

「JAK阻害薬の有害事象と安全対策」
演者：森　　俊輔（NHO 熊本再春医療センター　リウマチ科）



第２日目　3月21日（日）

第1会場（LIVE）
座長・演者の先生方は、セッション開始の45分～ 30分前までにご入室ください（Ｐ７参照）。
各セッションは前のセッションの終了時刻とは関係なく定刻に始まります。

8：50～9：30	 モーニングセミナー 1
座長：森　　俊輔（NHO 熊本再春医療センター　リウマチ科）

「リウマチ炎症・骨破壊の実体の解明～ TNF阻害剤などのバイ
オ製剤の新たな可能性～」
演者：石井　　優（大阪大学大学院医学系研究科　免疫細胞生物学）

9：35～ 10：35	 主題Ⅲ-2　　診断・治療に難渋した症例の検討 2
座長：三苫　弘喜（九州大学医学部　第一内科　リウマチ・膠原病内科学）
　　　平田　真哉（熊本大学病院　血液・膠原病・感染症内科）

S3-2-1	 JAK阻害薬開始後に急速に増大する肝細胞癌を認めた関節リウマチの一例
〇右田利央子1）、木本泰孝1）、日浦惇貴1）、綾野雅宏2）、三苫弘喜2）、小野伸之2）、 

有信洋二郎2）、赤司浩一2）、新納宏昭2,3）、堀内孝彦1）

九州大学病院別府病院　内科1）、九州大学病院　免疫・膠原病・感染症内科2）、 
九州大学大学院医学研究院　医学教育学講座3）

S3-2-2	 胸腔鏡下肺切除により肺非結核性抗酸菌症（肺NTM）をコントロールし、関
節リウマチ治療を強化し得た一例
〇松永五月、中野和久、河邊明男、中山田真吾、岩田　慈、宮﨑佑介、吉成紘子、 

田中良哉
産業医科大学　第一内科学講座

S3-2-3	 生物学的製剤に治療抵抗性を示す関節リウマチに対する当院でのIguratimodの
治療効果
〇木村賢俊、久保和義、橋場弥生、黒田　宏、日高利彦

善仁会　市民の森病院　膠原病・リウマチセンター

S3-2-4	 抗ARS抗体を伴った関節リウマチ患者の臨床像
〇赤星光輝、堺真梨子、中尾嘉修、竹山悠希子、丸山暁人、小荒田秀一、多田芳史

佐賀大学医学部附属病院　膠原病・リウマチ内科

S3-2-5	 蝶形紅斑様皮疹を伴い全身性エリテマトーデス（SLE）が疑われた成人発症ス
ティル病（AOSD）の一例
〇日高由紀子、岩永恵梨那、若杉大輔、山崎聡士、中島宗敏

久留米大学医療センター



S3-2-6	 著明な腹水貯留と高クレアチニン血症をきたした家族性地中海熱の１例
〇野田亮介、堺真梨子、前崎哲宏、中尾嘉修、竹山悠希子、丸山暁人、赤星光輝、 

小荒田秀一、多田芳史
佐賀大学医学部附属病院　膠原病・リウマチ内科

10：35～ 11：25	 主題Ⅲ-3　　診断・治療に難渋した症例の検討 3
座長：一瀬　邦弘（ 長崎大学大学院医歯薬学総合研究科　先進予防医学共同専攻　

リウマチ膠原病内科学分野）
　　　宮村　知也（ 国立病院機構九州医療センター　膠原病内科・臨床研究セン

ター）

S3-3-1	 lcSSc，SjSにPAH，PVOD/PCHを合併した一例
〇岩永智陽、今井絵利華、田中孝典、樋口茉希子、石田素子、高濱宗一郎、南　留美、

山本政弘、宮村知也
国立病院機構　九州医療センター

S3-3-2	 トシリズマブが著効し、妊娠出産が可能であった高安動脈炎の一例
〇樋口茉希子、今井絵利華、田中孝典、岩永智陽、石田素子、髙濱宗一郎、南　留美、

山本政弘、宮村知也
国立病院機構　九州医療センター　膠原病内科・臨床研究センター

S3-3-3	 顔面・体幹部の腫脹と好酸球増加を契機に急速な皮膚硬化が発症した混合性結
合組織病の一例
〇西田知也、佐川文彬、東岡和彦、大田俊行、内野愛弓

(株)麻生　飯塚病院　膠原病・リウマチ内科

S3-3-4	 Crohn病合併高安動脈炎に対し、ウステキヌマブで長期寛解を得た1例
〇小坂峻平、中野和久、岩田　慈、宮崎佑介、河邊明男、吉成紘子、中山田真吾、 

田中良哉
産業医科大学病院

S3-3-5	 生体肺移植により全身性強皮症に伴う皮膚硬化ならびに自己免疫異常が改善し
た一例
〇神田友梨恵1）、中野和久1）、吉成紘子1）、宮﨑佑介1）、河邊明男1）、園本格士朗1）、 

岩田　慈1）、花見健太郎1）、福與俊介1）、中山田真吾1）、佐藤　実2）、田中良哉1）

産業医科大学　第1内科学講座1）、産業医科大学　産業保健学部　成人・老年看護学講座2）



11：25～ 12：05	 主題Ⅳ-3　　新しい治療／治療の工夫 3
座長：齋藤　和義（医療法人医和基会　戸畑総合病院　膠原病リウマチ科）
　　　永野　修司（福岡中央病院　リウマチ・膠原病内科）

S4-3-1	 ループス腎炎（LN）の腎生検組織における治療標的分子の免疫組織化学（IHC）
的研究
〇名和田彩1,2）、中山田真吾1）、田中良哉1）

産業医科大学　医学部　第一内科1）、産業医科大学病院　病理診断科2）

S4-3-2	 維持療法期の全身性エリテマトーデス患者におけるベリムマブの有効性と安全
性～ LOOPS	registry ～
〇宮崎佑介、中野和久、中山田真吾、岩田　慈、花見健太郎、福與俊介、園本格士朗、

河邊明男、吉成紘子、井上嘉乃、田中良哉
産業医科大学　第1内科学講座

S4-3-3	 NPSLE評価・治療への工夫に向けた多面的アプローチ	～ LOOPS	registryよ
り～
〇藤田悠哉1）、岩田　慈1）、中野和久1）、園本格士朗1）、吉成紘子1）、宮﨑佑介1）、 

河邊明男1）、中山田真吾1）、吉村玲児2）、田中良哉1）

産業医科大学　第一内科学講座1）、産業医科大学精神科学教室2）

S4-3-4	 実臨床における膠原病性血栓性血小板減少性紫斑病（TTP）に対するリツキシ
マブ（RTX）の効果
〇大久保直紀、中野和久、岩田　慈、花見健太郎、福與俊介、園本格士朗、山口絢子、

河邊明男、宮﨑佑介、吉成紘子、中山田真吾、田中良哉
産業医科大学　第1内科学講座

12：10～13：10	 ランチョンセミナー 3
座長：宮原　寿明（ 独立行政法人国立病院機構九州医療センター　

整形外科・リウマチ科）

「関節リウマチ治療における JAK阻害剤の役割」
演者：新納　宏昭（九州大学大学院医学研究院　医学教育学講座）



第２日目　3月21日（日）

第2会場（LIVE）
座長・演者の先生方は、セッション開始の45分～ 30分前までにご入室ください（Ｐ７参照）。
各セッションは前のセッションの終了時刻とは関係なく定刻に始まります。

8：50～9：30	 モーニングセミナー 2
座長：中島　康晴（九州大学大学院医学研究院　整形外科）

「IL-6 の基礎と臨床	～サリルマブの適正使用に向けて～」
演者：柱本　　照（神戸大学大学院　保健学研究科　病態解析学領域　臨床免疫学）

9：35～ 10：25	 主題Ⅳ-1　　新しい治療／治療の工夫 1
座長：日髙　利彦（社会医療法人善仁会　市民の森病院　膠原病リウマチセンター）
　　　玉井　慎美（長崎大学病院　第一内科　リウマチ・膠原病内科）

S4-1-1	 長崎県のRS3PE症候群患者における既存糖尿病と治療薬についての後ろ向き
研究
〇寶來吉朗1,2）、清水俊匡3,4）、岡田覚丈5）、徳満純一6）、池岡俊幸6）、厨　源平6,7）、 

岩永　希1）、和泉泰衛8）、折口智樹9）、川上　純3）

国立病院機構長崎医療センター　リウマチ科1）、 
国立病院機構長崎医療センター　臨床研究センター 2）、 
長崎大学大学院医歯薬学総合研究科　先進予防医学共同専攻　リウマチ・膠原病内科学分野3）、 
長崎大学病院　臨床研究センター 4）、日本赤十字社長崎原爆病院　リウマチ科5）、 
国立病院機構長崎医療センター　内分泌・代謝内科6）、佐世保中央病院　糖尿病センター 7）、 
国立病院機構長崎医療センター　総合診療科8）、 
長崎大学大学院医歯薬学総合研究科　医療科学専攻　リハビリテーション科学講座9）

S4-1-2	 高齢関節リウマチ患者における生物学的製剤の安全性と有効性の検討～FIRST	
registryより～
〇河邊明男、中野和久、中山田真吾、岩田　慈、花見健太郎、福與俊介、山口絢子、 

宮﨑佑介、吉成紘子、田中良哉
産業医科大学　医学部　第一内科学講座

S4-1-3	 MTX投与中にリンパ増殖性疾患（LPD）を発症した関節リウマチ（RA）患者
におけるLPD後RA治療の検討
〇宮村知也、石田素子、樋口茉希子、岩永智陽、田中孝典、今井絵利華、高濱宗一郎、

南　留美、山本政弘
国立病院機構九州医療センター　膠原病内科・臨床研究センター

S4-1-4	 ACPA高値で高度脂肪肝合併あり治療に工夫して改善した1症例
〇﨑戸沿子1）、貞松俊弘2）、秋山寛治2）、久我哲也2）、角　光宏2）、川原俊夫2）、中原信一2）

医療法人慧明会貞松病院　内科リウマチ科1）、慧明会貞松病院　整形外科2）



S4-1-5	 生物学的製剤二次無効時に催炎性サイトカインがTNFか否かを確認する試薬
としてのcertolizumab	pegol（CZP）の使用経験
〇金﨑克也1）、岩橋頌二1）、田邉潤平1）、枦元佑大郎1）、永田見生2）

永田整形外科病院1）、久留米大学2）

10：25～ 11：15	 主題Ⅳ-2　　新しい治療／治療の工夫 2
座長：中島　宗敏（久留米大学医療センター　リウマチ膠原病センター）
　　　吉澤　　滋（国立病院機構福岡病院　リウマチ科）

S4-2-1	 自己免疫性疾患に合併した進行性線維化を伴う間質性肺炎（PF-ILD）に対す
るニンテダニブの有効性と安全性
〇神田友梨恵1）、中野和久1）、宮﨑佑介1）、河邊明男1）、吉成紘子1）、園本格士朗1）、 

岩田　慈1）、花見健太郎1）、福與俊介1）、中山田真吾1）、佐藤　実2）、田中良哉1）

産業医科大学　第1内科学講座1）、産業医科大学　産業保健学部　成人・老年看護学講座2）

S4-2-2	 抗MDA5抗体陽性皮膚筋炎の早期診断および早期治療介入に有用な臨床的特
徴の検討
〇轟　泰幸1,2）、中野和久1）、宮﨑佑介1）、中山田真吾1）、岩田　慈1）、花見健太郎1）、 

福與俊介1）、河邊明男1）、佐藤　実1,2）、田中良哉1）

産業医科大学　医学部　第1内科学講座1）、産業医科大学　産業保健学部　成人看護学2）

S4-2-3	 特発性炎症性筋疾患における進行性線維化を伴う間質性肺疾患（PF-ILD）の
検討
〇福元　遼1）、綾野雅宏1）、久志本和郎1）、中野未来1）、木本泰孝2）、三苫弘喜1）、 

小野伸之1）、有信洋二郎1）、赤司浩一1）、堀内孝彦2）、新納宏昭3）

九州大学病院　免疫・膠原病・感染症内科1）、九州大学病院別府病院　免疫・血液・代謝内科2）、
九州大学大学院医学研究院　医学教育学講座3）

S4-2-4	 胸腔鏡下肺上葉部分切除後に治癒した多発血管炎性肉芽腫症（GPA）の１例
〇神田龍一郎、中野和久、中山田真吾、岩田　慈、園本格士朗、河邊明男、宮﨑佑介、

吉成紘子、田中良哉
産業医科大学医学部　第1内科学講座

S4-2-5	 好酸球性多発血管炎性肉芽腫症（EGPA）に対するCorticosteroid（CS）併用
メポリズマブ（MPZ）療法の有効性と安全性
〇上野匡庸、宮川一平、中野和久、岩田　慈、花見健太郎、福與俊介、久保智史、 

園本格士郎、宮﨑佑介、河邊明男、吉成紘子、中山田真吾、田中良哉
産業医科大学　第1内科学講座



11：15～ 12：05	 一般演題 2　感染・その他
座長：砂原　伸彦（日本赤十字社　鹿児島赤十字病院　整形外科）
　　　武井　修治（鹿児島大学大学院医歯学総合研究科　小児科分野）

O2-1	 当科での関節リウマチに対する人工関節術後感染について
〇泊　健太、嘉村聡志、櫻庭康司、原口明久、宮原寿明、福士純一

国立病院機構九州医療センター　整形外科

O2-2	 当院外来診療中の関節リウマチ患者におけるリハビリテーション及び運動に関
する調査と考察
〇山田麻和1）、葛島志保1）、増村広志1）、東　譲二1）、古山雅子2）、折口智樹3,4）

社会医療法人春回会　長崎北病院　総合リハビリテーション部1）、 
社会医療法人春回会　長崎北病院　リウマチ科2）、 
長崎大学医歯薬学総合研究科　先進予防医学共同専攻リウマチ・膠原病内科3）、 
長崎大学医歯薬学総合研究科　医療科学専攻（保健学系）　理学療法分野4）

O2-3	 生物学的製剤および他のJAK阻害薬効果不十分の関節リウマチ患者に対する
バリシチニブの有効性の検討
〇榮樂隆一1）、中村桃子1）、赤池章吾1）、赤羽宙志1）、重水早苗1）、海江田智絵1）、 

大坪秀雄1）、松田剛正1）、秋元正樹1,2）、石塚賢治2）

鹿児島赤十字病院　リウマチ膠原病センター 1）、鹿児島大学病院　血液・膠原病内科2）

O2-4	 当科における免疫抑制療法中に発生したノカルジア感染症5例の臨床的検討
〇工藤理紗、梅北邦彦、木村賢俊、力武雄幹、岩尾浩昭、力武真央、相澤彩子、 

仮屋裕美、川口　剛、松田基弘、宮内俊一、高城佳人子、高城一郎、岡山昭彦
宮崎大学医学部附属病院　膠原病・感染症内科

O2-5	 RAコンディションシートを活用した膠原病・リウマチ外来診療における戦略
〇馬郡洋子、名和田雅夫、佐藤有子、松本由佳子、伊藤るり子、湯元照子、斎藤和義

戸畑総合病院　外来科

O2-6	 小児期に当科を受診し成人となった小児期発症リウマチ性疾患患者のライフイ
ベント
〇野中由希子1,5）、山﨑雄一1）、久保田知洋1,2）、根路銘安仁3）、今中啓之4）、武井修治1）

鹿児島大学病院　小児科1）、鹿児島市立病院　小児科2）、鹿児島大学　医学部保健学科3）、 
池田病院　小児科4）、さめしま小児科5）

12：10～13：10	 ランチョンセミナー 4
座長：堀内　孝彦（九州大学病院別府病院）

「JAK阻害薬の臨床」
演者：押領司　健介（松山赤十字病院　リウマチ膠原病センター）



ポスター会場（WEB）

ポスター 1
コメンテーター：都留　智巳（医療法人相生会　ピーエスクリニック）

中野　和久（産業医科大学医学部　第 1 内科学講座）

P1-1	 リウマチ性髄膜炎を合併した悪性関節リウマチの一例
〇荒武弘一朗、庄村史子、小島加奈子、河部庸次郎

嬉野医療センター　リウマチ内科

P1-2	 再燃を繰り返す多発性筋炎に生物学的製剤多剤抵抗性の関節リウマチを合併
し、治療に苦慮した一例
〇今田千晴1）、児玉尚吾1）、清永恭弘1）、立川裕史1）、尾崎貴士2）、石井宏治1）、柴田洋孝2）

大分赤十字病院　リウマチ科1）、大分大学医学部附属病院　内分泌代謝・膠原病・腎臓内科2）

P1-3	 トシリズマブ効果不十分関節リウマチ症例に対するサリルマブの有用性の検討
〇吉玉珠美

医療法人健優会吉玉リウマチ・内科クリニック

P1-4	 分割投与によりTCZのInfusion	reactionを回避して治療を行ったAOSDの一例
〇岩永恵梨那、日高由紀子、若杉大輔、山崎聡士、中島宗敏

久留米大学医療センター　リウマチ膠原病センター

P1-5	 肺高血圧症再燃を繰り返す成人発症Still病の一例
〇日下勝秀1,2）、中野和久1）、中山田真吾1）、岩田　慈1）、河邊明男1）、宮﨑佑介1）、 

小坂峻平1）、田中良哉1）

産業医科大学　第1内科学講座1）、北九州総合病院　総合内科2）

P1-6	 IgG4関連疾患と鑑別を用いた多中心性キャッスルマン病の疑い
〇河野正太郎1）、有信洋二郎1）、柏戸佑介1）、綾野雅宏1）、木本泰孝2）、三苫弘喜1,2）、 

小野伸之1,2）、堀内孝彦2）、新納宏昭3）

九州大学病院免疫膠原病感染症内科1）、九州大学別府病院　内科2）、 
九州大学大学院医学研究院　医学教育学3）



ポスター 2
コメンテーター：髙岡　宏和（くまもと森都総合病院 　リウマチ膠原病内科）

塚本　　浩（新小倉病院　リウマチ科）

P2-1	 急速進行性の間質性肺炎と多彩な神経精神症状を呈した抗MDA5抗体陽性皮
膚筋炎の一例
〇尾崎貴士1）、首藤航太1）、新貝祐太1）、児玉尚吾1）、梅木達仁1）、大村雄一1）、今田千晴1）、

堀田美鈴1）、安倍いとみ1）、森山かおり1）、前島圭佑1）、石井宏治2）、柴田洋孝1）

大分大学医学部　内分泌代謝・膠原病・腎臓内科学講座1）、大分赤十字病院　リウマチ科2）

P2-2	 抗PM-Scl75抗体陽性多発性筋炎と診断したが再検査で陰性であった1例
〇松尾巴瑠奈1）、古藤世梨奈1）、鈴木貴久1）、川上　純2）

佐世保市総合医療センター　リウマチ・膠原病内科1）、 
長崎大学大学院医歯薬学総合研究科　先進予防医学共同専攻2）

P2-3	 抗Ku抗体陽性を認めたUCTDと多発性筋炎の2例
〇前崎哲宏、堺真梨子、赤星光輝、中尾嘉修、丸山暁人、小荒田秀一、多田芳史

佐賀大学医学部附属病院　膠原病・リウマチ内科

P2-4	 抗TIF1γ抗体陽性histiocytic	sarcoma	随伴皮膚筋炎の一例
〇堤　真宏1,2）、古賀琢眞1）、原田裕美1）、林真樹子1）、海江田信二郎1）、星野友昭1）、 

井田弘明1）

久留米大学医学部　内科学講座　呼吸器神経膠原病内科部門1）、 
久留米大学医学部　皮膚科学教室2）

P2-5	 嚥下障害を伴い免疫グロブリン大量静注療法が奏功した抗MJ抗体陽性皮膚筋
炎の1例
〇鈴木貴久1）、古藤世梨奈1）、松尾巴瑠奈1）、川上　純2）

佐世保市総合医療センター　リウマチ膠原病内科1）、長崎大学病院　第一内科2）

P2-6	 全身性エリテマトーデス（SLE）の経過中に視神経脊髄炎関連疾患を発症した
1例
〇小島加奈子、荒武弘一朗、庄村史子、河部庸次郎

独立行政法人国立病院機構嬉野医療センター　リウマチ内科

P2-7	 インスリン受容体異常症B型維持治療中にループス腎炎を発症した全身性エリ
テマトーデスの一例
〇石田素子1）、樋口茉希子1）、渡邊哲博2）、今井絵利華1）、田中孝典1）、岩永智陽1）、 

髙濱宗一郎1）、南　留美1）、山本政弘1）、宮村知也1）

国立病院機構九州医療センター　膠原病内科・臨床研究センター 1）、 
国立病院機構九州医療センター　代謝内分泌科・臨床研究センター 2）



ポスター 3
コメンテーター：石井　宏治（ 大分大学医学部　内分泌代謝・膠原病・腎臓内科学講座）

井上　　靖（福岡赤十字病院　膠原病内科）

P3-1	 頬部皮下結節性病変を認めた多発血管炎性肉芽腫症の1例
〇林真樹子、海江田信二郎、原田裕美、堤　真宏、藤本京子、古賀琢眞、星野友昭、 

井田弘明
久留米大学医学部　内科学講座　呼吸器・神経・膠原病内科部門

P3-2	 リツキシマブが奏効したANCA陰性多発血管炎性肉芽腫症の一例
〇木村光一、藤井勇祐、塚本　浩

国家公務員共済組合連合会　新小倉病院　リウマチ科

P3-3	 眼窩先端症候群を呈した多発性血管炎性肉芽腫症（GPA）の１例
〇千布　裕1）、竹山悠希子2）、白濱裕梨2）

済生会唐津病院1）、佐賀大学医学部　膠原病・リウマチ内科2）

P3-4	 当科で経験した高齢発症の好酸球性筋膜炎の一例
〇塚田敏昭1）、宮崎洋一2）、丸川雄大2）、古賀宏延3）、大神太郎4）、岸川正大5）

愛野記念病院　リウマチ科1）、愛野記念病院　整形外科2）、愛野記念病院　呼吸器科3）、 
愛野記念病院　皮膚科4）、長崎病理診断科5）

P3-5	 血管型ベーチェット病経過中に再発性多発軟骨炎を合併したMAGIC症候群の
一例
〇田中孝典、石田素子、今井絵利華、樋口茉希子、岩永智陽、高濱宗一郎、南　留美、

山本政弘、宮村知也
国立病院機構九州医療センター　膠原病内科・臨床研究センター

P3-6	 当科における全身性強皮症症例の経過の検討
〇柏戸佑介1）、河野正太郎1）、綾野雅宏2）、木本泰孝1）、三苫弘喜3）、小野伸之1）、 

有信洋二郎1）、堀内孝彦3）、新納宏昭4）

九州大学病院　免疫膠原病感染症内科1）、 
九州大学九州大学医学研究院　応用幹細胞医科学部門　がん幹細胞医学分野2）、 
九州大学別府病院　内科3）、九州大学大学院　医学研究院医学教育学講座4）




